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 要  旨 
近年，エレクトロニクスを始めとした様々な技術の発展によって，ユーザに満足を与える新製
品・新システムが開発されている．しかし，システムの巨大化・複雑化，あるいは新しい技術・
部品を用いることは新たな不具合を起こす要因にもなりうる．そのためメーカーは消費者に満足
してもらえるように，事故や故障を低減しなければならない．しかし，現代の製品開発は短納期
とコスト制約により，安全性・信頼性が後手に回りがちである．また，部門間の壁が高く，企業
の分業化による情報共有の困難などの理由により重要な固有技術の体系化と，伝承が難しいなど
の問題を抱えている[1]． 
Ｄ社の調査で，モノづくりにおける問題の９０％が再発という報告がある．またそれらの問題
は評価・検証を含めた設計手順は確実に踏まれているものの，不具合を検出する FMEA，DR（Design 
Review）などをすべてすり抜けていることもわかった[2]． 
本研究は開発設計の失敗の蓄積を行う際，どのような点に着目して失敗を蓄積すれば良いのか
を明確にする．また，設計段階のトラブルの見逃しを網羅的に防ぐための FMEAを作成する． 
鈴木[3]の失敗の蓄積を行う際のモデル「信頼性・安全性における失敗の蓄積と技術伝承への７
つの視点」より失敗の蓄積のフォーマットを作成し，故障モードの網羅的な抽出を行うため，機
能を１５分類した表を作成した． 
これら二つを合わせた失敗の視点と機能の FMEA 表を作成して，従来の FMEA と比べたところ，
従来の FMEAが 96個，本研究の FMEAは 91個の故障モードを抽出した．このうち従来の FMEAから
抽出できた故障モードには９件の起こりえない故障モードや，類似した故障モードがあったため，
従来の FMEA よりも，本研究の FMEA は故障モードを網羅的に抽出でき，かつ失敗の蓄積の点が明
確になっていると考えられる． 
[1] 鈴木和幸(2007)：“特別企画 予測予防への FMEA の活用，”標準化と品質管理，Vol.60，No.3，
日本規格協会． 
[2] 本田陽広(2009)：“「リコール」をなくす設計と設計審査（前篇），”クオリティマネジメント，
Vol.60，No.3，日本科学技術連盟． 
[3] 鈴木和幸(2010):“品質管理を基盤とする信頼性・安全性の確保,”品質月刊テキスト，
Vol.375． 
 
